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第  １  8  2  号 ２

定　例　会

 　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま

２２

２４

１１

１６

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案　

件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
ま
た
、
今
定
例
会
に
提

２９

出
さ
れ
ま
し
た
請
願
１
件
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
請
願
１
件
、
計
２
件
が
そ

れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
議
員
提
出
の
意
見
書
２
件
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平 成 ２2 年　　第  １  回 定 例 会
結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

下妻市特別職の職員で常勤のもの及び教育長の給与の特例

に関する条例及び下妻市議会の議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部改正

下妻市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部改正

下妻市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部

改正

下妻市義務教育施設整備事業基金条例の一部改正

下妻市医療福祉費支給に関する条例の一部改正

下妻市緑地公園の設置及び管理に関する条例を廃止する等

の条例の制定

損害賠償の額を定めること

損害賠償の額を定めること

市道路線の認定

市道路線の廃止

平成２１年度下妻市一般会計補正予算（第７号）

平成２１年度下妻市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成２１年度下妻市老人保健特別会計補正予算（第２号）

平成２１年度下妻市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成２１年度下妻市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成２１年度下妻市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２１年度下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事

業特別会計補正予算（第１号）

平成２２年度下妻市一般会計予算

平成２２年度下妻市国民健康保険特別会計予算

平成２２年度下妻市老人保健特別会計予算

平成２２年度下妻市後期高齢者医療特別会計予算

平成２２年度下妻市介護保険特別会計予算

平成２２年度下妻市介護サービス事業特別会計予算

平成２２年度下妻市下水道事業特別会計予算

平成２２年度下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事

業特別会計予算

平成２２年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計予算

平成２２年度下妻市水道事業会計予算

平成２１年度下妻市一般会計補正予算（第８号）

平成２２年度下妻市一般会計補正予算（第１号）

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

議案第２９号

議案第３０号

議　員　提　出　議　案　等

原案可決

原案可決

原案可決

下妻市議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正

核兵器の廃絶を求める意見書

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書

議員提出議案第１号

意見書第１号

意見書第２号

   

平
成
二
十
二
年

 
第
一
回 

定 

例 

会



一般会計予算の内訳・各会計予算

しもつま市議会だより３

＝ 平 成 22年 度　各　会　計　予　算 ＝ 

割　合前　 年　 度本　 年　 度会　　計　　別

57.07 %142億1,500万円 147億8,000万円一　　般　　会　　計

21.92 %54億5,900万円56億7,700万円国 民 健 康 保 険

0.01 %2,360万円290万円老　　人　　保　　健

1.34 %3億2,700万円3億4,800万円後 期 高 齢 者 医 療

10.07 %25億6,000万円26億700万円介　　護　　保　　険

0.03 %870万円730万円介 護 サ ー ビ ス 事 業

2.65 %10億円6億8,750万円下　 水　 道　 事　 業

0.27 %7,000万円7,000万円下妻東部第一土地区画整理事業

0.49 %1億2,330万円1億2,600万円砂 沼 サ ン ビ ー チ

 6.15 %18億7,726万3千円15億9,399万3千円水　　道　　事　　業

100.00 %256億6,386万3千円258億9,969万3千円合　　　　　　計



第  １  8  2  号

一　般　質　問

４

　
　
　
　
　
　

盧
県
西
広
域
水
道
は
、

　
　
　
　
　

毎
年
大
幅
な
黒
字
で
あ
り
、

　
　
　
　
　

利
益
を
上
げ
て
い
る
。
基

本
料
金
値
下
げ
は
可
能
と
考
え
る
が
、

伺
い
た
い
。

　

盪
県
と
の
契
約
水
量
を
見
直
し
、
県

水
費
の
節
減
に
つ
い
て
は
、
下
妻
市
に

お
け
る
平
成　

年
度
の
給
水
実
績
は
、

１９

１
日
当
た
り
１
万　

立
方
メ
ー
ト
ル
で

２８

あ
り
、
水
道
用
地
下
水
は
１
日
当
た
り

１
万
３
３
１
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

か
ら
、
県
か
ら
買
っ
て
い
る
１
日
当
た

り
４
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
計
算
上

買
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
が
、
伺
い

た
い
。

　

蘯
八
ッ
場
ダ
ム
や
湯
西
川
ダ
ム
の
建

設
が
中
止
に
な
れ
ば
県
負
担
金
が
戻
り
、

平
成　

年
度
以
降
の
県
負
担
金
は
１
６

２２

５
億
円
軽
減
さ
れ
、
大
幅
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
が
、
下
妻
市
と
し
て
県
と

交
渉
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
県
西
広
域
水
道
用
水

　
　
　
　
　

供
給
事
業
の
経
営
状
況
は
、

　
　
　
　
　

こ
こ
数
年
大
き
く
改
善
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
７
月

１
日
に
日
本
水
道
協
会
茨
城
県
支
部
県

西
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
す
る　

市
町
の
首

１３

長
連
名
で
、
県
知
事
・
県
企
業
局
長
に

対
し
、
県
西
広
域
水
道
料
金
見
直
し
に

つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
後
、
県
企
業
局
か
ら
料
金
改

定
に
対
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
、
基
本

料
金
に
つ
い
て
は
、
累
積
欠
損
金
が
平

成　

年
度
で
解
消
し
、
企
業
債
や
水
資

１９
源
機
構
割
賦
負
担
金
の
繰
上
償
還
等
に

よ
り
資
本
比
が
軽
減
し
た
た
め
、
４
月

１
日
か
ら
基
本
料
金
を
１
立
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
１
０
０
円
の
値
下
げ
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
た
料
金
改
定
に
よ
り
、
本
市
で
は

新
年
度
の
県
水
受
水
費
を
６
０
０
万
円

削
減
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
下
妻
市

水
道
事
業
会
計
の
安
定
経
営
の
た
め
に

も
、
必
要
に
応
じ
料
金
見
直
し
の
要
望

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

盪
本
市
の
水
道
源
は
旧
下
妻
地
区
で

６
カ
所
、
旧
千
代
川
地
区
で
２
カ
所
の

井
戸
か
ら
地
下
水
を
日
量
６
０
５
０
立

方
メ
ー
ト
ル
採
取
し
、
市
内
全
域
に
配

水
し
て
い
る
が
、
現
在
の
取
水
能
力
や

地
下
水
位
を
考
え
る
と
、
こ
れ
以
上
の

１　

平
井　
　

誠　

議
員

　

１　

水
道
料
金
の
引
下
げ
を
求
め
て

　

２　

子
供
た
ち
に
安
心
安
全
な
環
境

　
　
　

を

　

３　

高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
市
政
を

２　

斯
波　

元
気　

議
員

　

１　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
存
続
の
是
非

　
　
　

に
つ
い
て

　

２　

行
政
の
法
令
遵
守

３　

笠
島　

道
子　

議
員

　

１　

生
活
苦
が
生
み
出
す
多
重
債
務

　
　
　

行
政
は
ど
の
よ
う
に
係
わ
る
の

　
　
　

か

　

２　

国
民
健
康
保
険
軈
無
保
険
軋
の

　
　
　

「
高
校
生
」
救
済
を

４　

中
山　

勝
美　

議
員

　

１　

安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
社

　
　
　

会
に
つ
い
て

　

２　

地
域
が
主
導
す
る
食
・
農
シ
ス

　
　
　

テ
ム
の
構
想
に
つ
い
て

５　

山
中　

祐
子　

議
員　

　

１　

救
急
体
制
に
つ
い
て

　

２　

農
業
施
策
に
つ
い
て

　

３　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に

　
　
　

つ
い
て

６　

小
竹　
　

薫　

議
員

　

１　

第
５
次
総
合
計
画
の
進
展
は
？

一
般
質
問
者
の
氏
名
・

項
目
は
次
の
と
お
り
で

す 
。　
　
　
　
（
通
告
順
）

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

水
道
料
金
の
引
下
げ
を

求
め
て

　
　
　

平
井　

誠 
議
員

値下げが望まれる水道料金



採
取
は
難
し
く
、
県
西
広
域
水
道
用
水

の
契
約
水
量
と
し
て
、
４
８
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
供
給
を
受
け
て
い
る
。

　

地
下
水
を
採
取
す
る
に
は
、
茨
城
県

地
下
水
採
取
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例

に
よ
り
、
３
年
ご
と
に
県
知
事
の
許
可

が
必
要
と
な
り
、
許
可
を
受
け
る
に
は

地
下
水
の
節
水
・
使
用
合
理
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
県
西
広
域
水
道
用
水
の

有
効
活
用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
や
自
然
水
位
と
運
転
水
位
の
差
が

　

メ
ー
ト
ル
以
内
に
な
る
よ
う
な
適
正

１０採
取
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
契
約
水
量
は
現

状
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
適
正
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

蘯
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
関
係
県

が
応
分
の
負
担
の
も
と
、
事
業
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
茨
城
県
で
は
、
本
体
分

を
含
む
負
担
金　

億
円
が
計
上
さ
れ
る

１３

よ
う
で
あ
り
、
湯
西
川
ダ
ム
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
事
業
に
含
ま
れ
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
建
設
は
継
続
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
ダ

ム
建
設
中
止
に
伴
う
市
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
県
企
業
局
に
確
認
し

て
い
き
た
い
。

一　般　質　問

しもつま市議会だより5

　
　
　
　
　
　

盧
①
現
段
階
で
市
が
譲

　
　
　
　
　

渡
後
３
年
を
超
え
て
砂
沼

　
　
　
　
　

サ
ン
ビ
ー
チ
を
運
営
し
て

い
く
可
能
性
は
全
く
な
い
の
か
。

②
議
会
付
託
意
見
を
受
け
、
県
へ
跡
地

利
用
の
要
望
書
を
提
出
済
み
と
思
う
が
、

そ
の
要
望
書
の
内
容
と
、
要
望
書
に
対

し
て
の
回
答
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。

③
平
成　

年
度
以
降
の
公
園
部
分
の
指

２３

定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
当
市
が
指
定

を
受
け
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　

盪
①
平
成　

年
度
の
サ
ン
ビ
ー
チ
特

２１

別
会
計
の
収
支
状
況
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

②
サ
ン
ビ
ー
チ
の
価
値
を
考
え
る
と
き

に
は
、
地
元
の
福
利
厚
生
、
地
域
活
性

化
に
当
該
施
設
が
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て

い
る
か
、
そ
の
視
点
を
き
ち
ん
と
踏
ま

え
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

執
行
部
の
見
解
は
。

③
事
故
の
リ
ス
ク
、
解
体
費
用
の
リ
ス

ク
、
大
規
模
修
繕
費
用
の
リ
ス
ク
に
つ

い
て
執
行
部
の
考
え
は
。

　

蘯
①
市
民
意
見
聴
取
の
手
段
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ビ
ー
チ
運
営
委

員
会
に
公
募
枠
を
設
け
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
、
執
行
部
の
考
え
は
。

②
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
意
味

で
、
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
を
提
案
す
る
が
、
執
行
部
の
考
え
は
。

　

盻
①
売
上
増
を
検
討
す
る
と
、
ア
ル

コ
ー
ル
販
売
に
踏
み
切
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
、
執
行
部
の
考
え
は
。

②
各
地
の
公
民
館
等
で
子
育
て
広
場
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
利
用
の
日
時

が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
砂
沼
サ
ン
ビ
ー

チ
管
理
棟
に
常
設
の
子
育
て
広
場
会
場

を
設
け
、
当
市
の
子
育
て
行
政
の
拠
点

と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
執
行
部

の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

盧
①
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ

　
　
　
　
　

の
管
理
運
営
の
方
針
と
し

　
　
　
　
　

て
は
、
県
開
発
公
社
か
ら

下
妻
市
が
管
理
運
営
を
継
承
す
る
に
当

た
り
、　

年
を
経
過
す
る
施
設
の
老
朽

３０

化
を
考
慮
し
、
平
成　

年
度
よ
り
３
年

２１

を
目
途
に
下
妻
市
が
管
理
運
営
を
行
う

が
、
条
件
と
し
て
県
開
発
公
社
負
担
に

お
い
て
３
年
程
度
持
続
可
能
な
修
繕
を

行
う
。
た
だ
し
、
こ
の
間
に
大
規
模
修

繕
の
発
生
等
も
含
め
、
市
の
判
断
に
よ

り
３
年
未
満
で
あ
っ
て
も
廃
止
す
る
場

合
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

②
平
成　

年　

月　

日
付
け
で
市
長
か

２０

１１

１８

ら
県
知
事
に
対
し
、
地
域
住
民
の
利
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
早

急
に
検
討
を
始
め
て
欲
し
い
旨
の
要
望

書
を
提
出
し
て
い
る
。
現
在
、
県
か
ら

の
回
答
は
な
い
が
、
事
務
レ
ベ
ル
と
し

て
も
早
急
な
検
討
を
要
請
し
て
い
る
。

③
砂
沼
広
域
公
園
は
、
現
在
、
県
開
発

公
社
が
県
か
ら
の
指
定
管
理
の
受
託
に

よ
り
、
平
成　

年
度
ま
で
管
理
運
営
を

２２

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
定
管
理

期
間
が
残
り
１
年
と
な
り
、
平
成　

年
22

度
中
に
は
、
茨
城
県
で
指
定
管
理
者
を

公
募
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

本
市
と
し
て
も
、
今
後
、
関
係
機
関
と

調
整
し
な
が
ら
、
収
支
面
も
含
め
た
指

定
管
理
の
条
件
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

盪
①
平
成　

年
度
の
決
算
額
は
、
約

２１

１
８
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
し
か
し
、
県
開
発
公
社
に
お

い
て
３
年
分
の
前
倒
し
修
繕
と
し
て
約

６
０
０
０
万
円
の
諸
工
事
を
実
施
し
た

が
、
こ
の
前
倒
し
修
繕
を
し
な
い
場
合
、

年
平
均
２
０
０
０
万
円
の
支
出
が
伴
う

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
算
入
す
る
と
約

２
０
０
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
今
年
は
、
消
費
税
の
課
税

対
象
の
年
に
当
た
ら
な
い
た
め
、
消
費

税
の
申
告
が
必
要
な
い
こ
と
や
サ
ン

ビ
ー
チ
特
別
会
計
の
中
に
市
の
一
般
職

員
の
人
件
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
も
勘
案
し
た
場
合
、
実
質
黒
字

と
は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
下
妻
中
学
校
の
プ
ー
ル
施
設
故

障
に
伴
い
、
水
泳
授
業
に
有
効
活
用
で

き
た
こ
と
な
ど
、
特
別
会
計
の
数
字
に

あ
ら
わ
し
が
た
い
広
い
意
味
で
の
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
収

支
に
つ
い
て
試
算
し
数
値
化
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
波
及
効
果
は

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
福
利
厚
生
、
雇
用
創
出
、
広
告
塔
と

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
市
民
を

は
じ
め
、
広
域
的
範
囲
で
憩
い
の
場
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
福
利
厚
生
に

寄
与
で
き
た
こ
と
や
、
一
定
期
間
で
あ

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
存
続

の
是
非
に
つ
い
て

　
　
　

斯
波
元
気 
議
員

砂沼サンビーチ
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る
が
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
下
妻
市
の
顔
と
し
て
対
外
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
役
割
を
担
う
な
ど
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

③
昭
和　

年
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
茨

５４

城
県
開
発
公
社
が
実
施
し
て
き
た
プ
ー

ル
を
管
理
運
営
す
る
上
で
必
要
と
な
る

各
種
点
検
業
務
を
継
承
し
、
法
定
点
検

業
務
や
施
設
の
運
転
管
理
、
保
守
点
検

業
務
を
行
い
な
が
ら
、
監
視
員
の
適
正

な
配
置
に
よ
り
、
プ
ー
ル
施
設
で
の
事

故
や
事
件
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
事
故
発
生
時

の
賠
償
責
任
保
険
と
し
て
全
国
市
長
会

市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険
に
加
入
し
、

１
名
当
た
り
１
億
円
の
補
償
、
建
物
損

害
保
険
と
し
て
全
国
市
有
物
件
災
害
共

済
会
に
加
入
し
、
８
億
円
を
担
保
し
て

い
る
。
撤
去
費
用
に
つ
い
て
は
、
茨
城

県
開
発
公
社
と
下
妻
市
で
締
結
し
た
無

償
譲
渡
契
約
書
に
お
い
て
、
サ
ン
ビ
ー

チ
終
了
時
に
全
額
県
開
発
公
社
の
負
担

に
よ
り
施
設
の
撤
去
を
行
う
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
平
成　

年
に
調
査
し

１６

た
県
開
発
公
社
の
資
料
に
よ
る
と
、
大

規
模
修
繕
に
は
、
６
億
６
０
０
０
万
円

の
工
事
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
試
算
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
５
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
現
時
点
で
の
経
費
に
つ
い
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て
は
、
施
設
の
老
朽
化
調
査
等
を
実
施

し
な
い
限
り
明
確
に
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

蘯
①
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
運
営
委
員
会

は
、
広
く
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
運
営
で
き
る
よ
う
、
民
間
企
業
や

有
識
者
を
交
え
た
組
織
で
あ
り
、
当
面

は
、
現
行
の
委
員
構
成
に
よ
り
継
続
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

②
今
後
の
長
期
的
な
下
妻
市
の
将
来
を

見
据
え
た
サ
ン
ビ
ー
チ
の
跡
地
利
用
等

に
つ
い
て
茨
城
県
に
要
望
し
て
い
く
際

に
は
、
地
域
住
民
が
利
活
用
し
や
す
い

施
設
と
す
る
た
め
に
も
、
市
民
の
意
見

を
聞
く
機
会
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
際
に
は
、
説
明
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
等
は
、
有
効
な
手

法
と
認
識
し
て
お
り
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

盻
①
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
検
討
を
積
み
重
ね
た
結
果
、

サ
ン
ビ
ー
チ
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

利
用
す
る
遊
泳
施
設
で
あ
り
、
け
が
防

止
や
未
成
年
の
飲
酒
防
止
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
る
恐
れ
、
飲
酒
運
転
防
止

等
の
観
点
か
ら
事
故
の
な
い
安
全
な
施

設
運
営
を
第
一
に
考
え
、
飲
酒
を
禁
止

し
て
い
る
の
で
、
理
解
願
い
た
い
。

②
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
管
理
棟
は
、
各
種

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
常
設
の

子
育
て
支
援
拠
点
と
す
る
こ
と
は
、
不

特
定
多
数
の
利
用
者
が
施
設
の
利
用
を

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
許
可

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　

２
０
０
９
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
の
滞
納
で

　
　
　
　
　

無
保
険
に
陥
っ
た
義
務
教

育
以
下
の
子
を
救
済
す
る
改
正
国
民
健

康
保
険
法
が
施
行
さ
れ
た
。
資
格
証
明

書
世
帯
の
中
学
生
以
下
の
子
供
た
ち
は
、

６
カ
月
の
短
期
被
保
険
者
証
が
発
行
さ

れ
る
の
に
対
し
、
努
力
し
な
が
ら
分
納

を
し
て
い
る
短
期
保
険
証
世
帯
の
中
学

生
以
下
の
子
供
た
ち
は
対
象
外
と
さ
れ

て
、
１
カ
月
や
３
カ
月
の
短
期
被
保
険

者
証
し
か
発
行
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ

た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
国
会
に
医
療
保
険

制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
国
民
健

康
保
険
の
資
格
証
明
書
世
帯
に
属
す
る

高
校
生
以
下
の
子
供
に
つ
い
て
は
、
６

カ
月
有
効
の
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
。
１
カ
月
と
３
カ
月
の
国
民
健
康

保
険
の
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
さ
れ

て
い
る
世
帯
に
属
す
る
高
校
生
以
下
の

子
供
に
つ
い
て
は
、
６
カ
月
以
上
有
効

の
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
す
る
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
改
正
は
い
つ
か
ら
有

効
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

盧
下
妻
市
で
対
象
と
な
る
無
保
険
の

高
校
生
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
把
握

し
て
い
る
か
。

　

盪
国
の
決
定
を
待
た
ず
に
先
駆
け
て

高
校
生
以
下
の
子
供
の
短
期
被
保
険
者

証
を
発
行
し
て
、
救
済
が
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
も
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
１
月
末
で

２２

　
　
　
　
　

資
格
証
明
書
交
付
世
帯
に

　
　
　
　
　

属
す
る
高
校
生
世
帯
は
、

３
世
帯
４
人
で
あ
る
。

　

盪
平
成　

年
４
月
の
国
民
健
康
保
険

２１

法
の
改
正
に
よ
り
、
資
格
証
明
書
交
付

世
帯
に
属
す
る
中
学
生
以
下
の
被
保
険

者
に
対
し
て
は
、
６
カ
月
の
短
期
被
保

険
者
証
を
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、　

歳
未
満
の
高
校
生
世
帯
に

１８

対
し
て
も
、
年
齢
を
引
き
上
げ
て
の
交

付
が
検
討
さ
れ
、
今
国
会
に
お
い
て
国

民
健
康
保
険
の
改
正
案
の
審
議
が
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
世

帯
に
属
す
る　

歳
未
満
の
被
保
険
者
に

１８

対
し
て
も
、
資
格
証
明
書
交
付
世
帯
と

の
整
合
性
を
図
る
こ
と
か
ら
、
６
カ
月

以
上
の
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
す
る

改
正
案
が
合
わ
せ
て
審
議
を
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
今
国
会
に
上
程
さ
れ
て

い
る
改
正
案
の
成
立
後
、
法
律
に
基
づ

い
た
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
少
子
高
齢
化
社
会
に

　
　
　
　
　

お
い
て
、
す
べ
て
を
公
助

　
　
　
　
　

で
や
る
こ
と
は
無
理
が
あ

る
。
自
助
を
基
本
に
共
助
も
取
り
入
れ
、

国
民
健
康
保
険
軈
無
保

険
軋
の
「
高
校
生
」
救

済
を

　
　
　

笠
島
道
子 
議
員

安
心
し
て
老
後
を
暮
ら

せ
る
社
会
に
つ
い
て

　
　
　

中
山
勝
美 
議
員
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地
域
の
資
源
や
活
力
を
生
か
し
、
自
助
、

共
助
、
公
助
の
調
和
し
た
地
域
で
支
え

る
協
働
型
福
祉
社
会
の
構
築
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
当
局
と

し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

盪
富
山
県
で
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
供
が
一
つ
の
施
設
で
一
緒
に
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
小
規
模
多
機
能
施
設

が
開
設
さ
れ
、
高
齢
者
に
と
っ
て
子
供

た
ち
と
会
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
心

身
両
面
の
最
大
の
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
と

好
評
で
あ
る
。
当
市
に
お
い
て
は
、
将

来
こ
う
し
た
場
を
開
設
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

蘯
介
護
現
場
で
働
く
従
事
者
へ
の
給

与
の
ア
ッ
プ
な
ど
、
処
遇
改
善
に
つ
い

て
、
市
当
局
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
少
子
高
齢
化
が
急
速

　
　
　
　
　

に
進
む
中
、
高
齢
福
祉
施

　
　
　
　
　

策
で
は
、
予
防
、
ひ
と
り

暮
ら
し
、
寝
た
き
り
・
認
知
と
い
う
３

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
て
対
策
を
実

施
し
、
予
防
に
つ
い
て
は
地
域
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
健

康
保
持
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
援
助
、
健
康
づ
く
り

や
各
種
体
操
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
や
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、
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愛
の
定
期
便
や
お
弁
当
配
布
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な

ど
地
域
で
の
見
守
り
体
制
を
整
え
て
き

て
い
る
。
寝
た
き
り
・
認
知
の
高
齢
者

に
対
し
て
は
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
に
、
介
護
用
品
購
入
補
助
や
介
護

慰
労
金
の
支
給
な
ど
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
は
介
護

を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
誰
も
が
必

要
に
応
じ
て
必
要
な
介
護
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
各
種
施
策
の
展
開
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

盪
富
山
県
で
は
国
の
構
造
改
革
特
区

の
申
請
を
行
い
、
許
可
を
受
け
富
山
市

の
民
間
事
業
者
が
初
め
て
開
設
し
た
と

聞
い
て
い
る
。
こ
の
小
規
模
多
機
能
施

設
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
施
設
で
、
現
在
県
内
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
施
設
は
な
く
、
市
と
し
て

も
詳
し
い
内
容
が
わ
か
ら
な
い
状
況
で

あ
り
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

蘯
昨
今
の
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

介
護
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
中
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
う
介
護
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

介
護
従
事
者
は
離
職
率
が
高
く
、
人
材

確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
他
産
業

の
賃
金
と
比
べ
賃
金
水
準
が
低
い
処
遇

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
の
一
因

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
で
は

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
緊

急
特
別
対
策
と
し
て
平
成　

年
度
の
介

２１

護
報
酬
改
定
に
よ
り
３
％
ア
ッ
プ
し
、

改
善
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

　

政
府
の
経
済
危
機
対
策
に
よ
り
、
平

成　

年　

月
か
ら　

年
３
月
ま
で
月
額

２１

１０

２４

１
万
５
０
０
０
円
の
賃
上
げ
分
に
相
当

す
る
助
成
金
を
交
付
す
る
。
介
護
職
員

処
遇
改
善
交
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、

他
の
業
種
と
の
賃
金
格
差
を
さ
ら
に
縮

め
、
介
護
職
場
が
な
お
一
層
安
定
し
た

雇
用
の
場
と
な
る
よ
う
、
介
護
従
事
者

の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
に
対

し
助
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
っ
た
。
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
交
付
金
の
申
請
状

況
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
１
月
末
現

２２

在
で
市
内
の
事
業
所
か
ら
の
申
請
は　
２１

事
業
所
、　

％
で
あ
る
。
未
申
請
事
業

７８

者
に
対
し
て
は
、
県
に
お
い
て
も
交
付

金
の
申
請
を
促
し
て
い
る
が
、
市
に
お

い
て
も
周
知
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

茨
城
県
で
も
本
年
７
月

　
　
　
　
　

か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
配

　
　
　
　
　

備
さ
れ
、
医
療
設
備
の
整

っ
た
ヘ
リ
に
ド
ク
タ
ー
を
中
心
と
す
る

医
療
チ
ー
ム
が
乗
り
込
み
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
中
で
す
ぐ
に
医
療
行
為
が
行
え
、

緊
急
の
場
合
の
搬
送
を
飛
躍
的
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
大
変
期
待
し

て
い
る
。
７
月
か
ら
は
県
外
と
の
共
同

利
用
も
開
始
さ
れ
る
と
聞
い
た
が
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
山
間
地
等
の
近
く
に
救

急
病
院
の
な
い
と
こ
ろ
で
の
利
用
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
実
際
は
ど
う
な

の
か
。
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
年
間

１
０
０
日
程
度
の
整
備
が
必
要
と
聞
い

た
。
整
備
で
動
け
な
い
と
き
等
、
今
ま

で
の
救
急
体
制
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
導

入
さ
れ
て
か
ら
と
の
下
妻
市
の
救
急
体

制
の
違
い
に
つ
い
て
、
発
着
場
所
を
含

め
て
具
体
的
に
、
ま
た
防
災
ヘ
リ
と
は

用
途
が
違
う
が
、
相
互
の
連
携
は
と
ら

れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

茨
城
県
が
平
成　

年
度

２２

　
　
　
　
　

か
ら
導
入
す
る
ド
ク
タ
ー

　
　
　
　
　

ヘ
リ
に
つ
い
て
は
、
救
急

医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急

医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
昨
年
９
月　

日
に
茨

２４

城
県
と
国
立
病
院
機
構
水
戸
医
療
セ
ン

タ
ー
及
び
水
戸
済
生
会
総
合
病
院
と
の

間
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
基
地
病
院
と
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救
急
体
制
に
つ
い
て

　
　
　

山
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す
る
こ
と
、
今
後
の
体
制
整
備
等
に
関

し
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
基
地
病
院
で
は
、
こ
の
協
定
を
も

と
に
必
要
な
施
設
整
備
や
体
制
整
備
、

運
用
方
法
の
検
討
及
び
フ
ラ
イ
ト
ド
ク

タ
ー
、
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
の
研
修
な
ど

平
成　

年
７
月
の
運
航
開
始
に
向
け
て

２２

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
運
用
方
法
の
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て

は
、
茨
城
県
、
警
察
、
消
防
、
医
療
機

関
な
ど
９
者
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

で
、
本
年
３
月
を
目
途
に
検
討
し
て
い

る
。
県
外
と
の
共
同
利
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
稲
敷
地
域
、
鹿
行
地
域
に
お
い
て
、

千
葉
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
共
同
利
用

し
て
県
内
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
に
搬

送
し
て
い
る
。
平
成　

年
度
中
に
は
栃

22

木
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
利
用
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
は
、
ヘ
リ

自
体
が
茨
城
県
と
委
託
契
約
し
た
民
間

の
運
航
会
社
所
有
で
あ
り
、
３
６
５
日
、

常
時
１
機
が
待
機
す
る
こ
と
に
な
り
、

防
災
ヘ
リ
の
よ
う
に
整
備
中
は
運
航
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

県
西
地
区
・
下
妻
市
の
具
体
的
な
救

急
体
制
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
水
戸
か

ら
下
妻
ま
で　

分
か
ら　

分
で
到
着
し
、

１０

１５

機
内
に
は
最
新
の
医
療
機
器
も
装
備
さ

れ
て
お
り
、
救
急
専
門
の
医
師
と
看
護
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師
が
搭
乗
し
た
専
用
ヘ
リ
で
重
症
患
者

等
の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
障
害
の
軽

減
に
大
き
な
期
待
が
あ
る
。
現
在
下
妻

市
内
に
は
、
救
急
車
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
に
患
者
を
移
す
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
が　

カ
所
選
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

１０

検
討
委
員
会
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
運
用

方
法
に
基
づ
き
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
総
合
計
画
と
は
新
市

　
　
　
　
　

の
一
体
性
の
確
立
や
市
民

　
　
　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
は

じ
め
、
長
期
的
計
画
の
指
針
と
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
２
年
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
今
、
政
策
の
進
展
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
伺
い
た
い
。

　

盪
国
に
お
い
て
も
、
政
権
交
代
に
伴

い
、
周
辺
の
環
境
整
備
も
か
な
り
進
ん

だ
八
ッ
場
ダ
ム
が
建
設
中
止
と
な
っ
た
。

こ
の
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
中
止
と
い
う
の

は
、
下
妻
市
に
置
き
か
え
る
と
東
部
中

学
校
の
建
設
中
止
と
同
じ
と
言
っ
て
は

言
い
過
ぎ
か
。
継
続
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
も
、
２
期
８
年
、
小
倉

市
政
の
総
括
と
、
次
期
市
長
に
託
す
思

い
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
第
５
次
下
妻
市
総
合

　
　
　
　
　

計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
　
　
　
　
　

年
度
か
ら
の　

カ
年
の

２０

１０

計
画
で
あ
り
、
「
輝
く
自
然
、
あ
ふ
れ

る
や
さ
し
さ
、
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
し

も
つ
ま
」
、
副
題
と
し
て
「
人
が
い
き

い
き
か
が
や
く
ま
ち
」
を
市
が
目
指
す

将
来
像
と
し
て
掲
げ
、
新
市
の
一
体
性

の
確
立
や
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
実

現
す
る
た
め
の
新
市
建
設
計
画
を
も
と

に
策
定
し
た
も
の
で
、
現
在
は
そ
の
基

本
構
想
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
が
開
始
さ
れ
、
約
２
年
が
経
過
し

た
が
、
各
施
策
と
も
目
標
に
向
か
っ
て

順
調
に
進
行
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。
特
に
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
て
は
、
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
あ
り
、
先
日
開
催
さ
れ
た
下
妻
青
年

会
議
所
な
ど
の
主
催
に
よ
る
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
に
、
各
ま
ち
づ

く
り
団
体
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
多
く

の
職
員
が
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

行
政
が
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
、
そ
れ
が
浸
透
す
る
こ
と
は
、

地
元
地
域
に
愛
着
が
わ
き
、
そ
こ
に
住

む
地
域
住
民
が
進

ん
で
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
、
自
ら

の
地
域
は
自
ら
の

手
で
と
い
う
住
民

自
治
の
強
化
に
つ

な
が
り
、
住
民
主

体
の
取
り
組
み
が

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
と
な
り
、

地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
も
現
在
の
取
り
組
み
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
施
策
に
つ
い
て

は
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

盪
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
将
来
像

を
早
期
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
各

分
野
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
を
選
択
し
、
横
断
的
に

関
連
付
け
、
計
画
全
体
を
誘
導
し
て
相

乗
的
な
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
設
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
掲
げ
る
重
点
事
業
の
中
で
も
、

特
に
思
い
入
れ
の
強
い
事
業
が
い
く
つ

か
あ
る
。
ま
ず
、
教
育
施
設
の
充
実
を

図
る
た
め
の
施
策
と
し
て
の
東
部
中
学

校
建
設
事
業
や
各
学
校
施
設
の
耐
震
工

事
事
業
等
、
次
に
人
と
自
然
が
共
生
す

る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
の
市
民
と
協
働

に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
の
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
ま
た
、
交
流
連
携
の

軸
と
な
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

を
図
る
た
め
の
都
市
計
画
道
路
南
原
平

川
戸
線
の
道
路
改
良
事
業
の
実
施
、
そ

し
て
市
民
が
安
心
し
て
就
業
で
き
る
環

境
の
整
っ
た
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
優
良
企
業

の
誘
致
や
工
業
団
地
造
成
施
策
な
ど
、

こ
れ
ま
で
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
事
業

で
あ
り
、
重
点
施
策
を
中
心
に
今
後
も

継
続
性
を
保
ち
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

第
５
次
総
合
計
画
の
進

展
は
？

　
　
　

小
竹　

薫 
議
員

第５次総合計画
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問
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答
弁
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核 兵 器 の 廃 絶 を 求 め る 意 見 書

　ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア・ヒバクシャ。この訴えは、核兵器廃絶と恒

久平和を願う私たち被爆国民の心からの叫びです。

　しかし、核兵器は未だに世界に約２万１千発も存在し、核兵器の脅威から、今なお人類は解放され

ていません。２０００年の核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議では、全面的な核兵器廃絶を約束したは

ずが、２００５年の同会議では合意がなされず、核軍縮はもとより核不拡散体制そのものが危機的状況に

直面しています。米国をはじめロシア、英国、フランス、中国の核保有五カ国に加え、ＮＰＴ未加盟

のインド、パキスタン、イスラエルの核兵器保有、核兵器開発に繋がるウランを濃縮・拡大するイラ

ン、核実験を行った北朝鮮の動向などは、核不拡散体制を大きく揺るがしています。

　このような状況の中、本年５月に開かれる核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議は、核兵器廃絶の

道筋を決める重要な会議となります。前回（２００５年）の再検討会議の失敗は許されず、「包括的核実

験禁止条約（ＣＴＢＴ）」の早期発効をはじめ、「兵器用核分裂物質生産禁止条約（ＦＭＣＴ）」（カッ

トオフ条約）の交渉開始など重要課題の合意形成が求められています。政府に対しても、国是である

非核三原則の堅持とともに、地域の平和と安全のため、「北東アジア非核兵器地帯条約」の実現に向

け、粘り強く取り組むことを期待しています。

　広島、長崎の市長を先頭とする平和市長会議も、２０２０年に核兵器の全廃をめざす「２０２０ビジョン」

の実現に向けて取り組みを開始しています。

　よって、核兵器廃絶と恒久平和をめざし、以下の事項を実現するよう強く要請いたします。

　１．２０１０年ＮＰＴ再検討会議で、２０００年合意を再確認し、核兵器廃絶の道筋を合意すること。

　２．２０２０年までに世界中のあらゆる核兵器の廃絶を実現すること。

　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　　平成２２年３月１１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会　　　

　（提出先）

　　　衆　議　院　議　長　　横　　路　　孝　　弘　殿

　　　参　議　院　議　長　　江　　田　　五　　月　殿

　　　内 閣 総 理 大 臣　　鳩　　山　　由 紀 夫　殿
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改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書

　経済・生活苦での自殺者が年間７，０００人に達し、自己破産者も１８万人を超え、多重債務者が２００

万人を超えるなどの深刻な多重債務問題を解決するため、２００６年１２月に改正貸金業法が成立し、

出資法の上限金利の引下げ、収入の３分の１を超える過剰貸付契約の禁止（総量規制）などを含

む同法が完全施行される予定であります。

　改正貸金業法成立後、政府は多重債務者対策本部を設置し、同本部は①多重債務相談窓口の拡

充、②セーフティネット貸付の充実、③ヤミ金融の撲滅、④金融経済教育を柱とする多重債務問

題改善プログラムを策定しました。そして、官民が連携して多重債務対策に取り組んできた結果、

多重債務者が大幅に減少し、２００８年の自己破産者数も１３万人を下回るなど、着実にその成果を上

げつつあります。

　他方、一部には、消費者金融の成約率が低下しており、借りたい人が借りられなくなっていま

す。特に昨今の経済危機や一部商工ローン業者の倒産などにより、資金調達が制限された中小企

業者の倒産が増加しているなどを殊更に強調して、改正貸金業法の完全施行の延期や貸金業者に

対する規制の緩和を求める論調があります。

　しかしながら、１９９０年代における山一証券、北海道拓殖銀行の破綻などに象徴されるいわゆる

バブル崩壊後の経済危機の際は、貸金業者に対する不十分な規制の下に商工ローンや消費者金融

が大幅に貸付を伸ばし、その結果、１９９８年には自殺者が３万人を超え、自己破産者も１０万人を突

破するなど多重債務問題が深刻化しました。

　改正貸金業法の完全施行の先延ばし、金利規制などの貸金業者に対する規制の緩和は、再び自

殺者や自己破産者、多重債務者の急増を招きかねず許されるべきではありません。今、多重債務

者のために必要とされる施策は、相談体制の拡充、セーフティネット貸付の充実及びヤミ金融の

撲滅などであります。

　そこで、今般設置される消費者庁の所管ないし共管となる地方消費者行政の充実及び多重債務

問題が喫緊の課題であることも踏まえ、国に対し、以下の施策を求めます。

　１　改正貸金業法を早期に完全施行すること。

　２　自治体での多重債務相談体制の整備のため相談員の人件費を含む予算を十分確保するなど

　　相談窓口の充実を支援すること。

　３　個人及び中小事業者向けのセーフティネット貸付をさらに充実させること。

　４　ヤミ金融を徹底的に摘発すること。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成２２年３月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会　
　（提出先）

　　　衆　　議　　院　　議　　長　　　　　　　横　　路　　孝　　弘　殿

　　　参　　議　　院　　議　　長　　　　　　　江　　田　　五　　月　殿

　　　内　 閣　 総　 理　 大　 臣　　　　　　　鳩　　山　　由 紀 夫　殿

　　　総　 　 務　 　 大　 　 臣　　　　　　　原　　口　　一　　博　殿

　　　厚　生　 労　 働　 大　 臣　　　　　　　長　　妻　　　　　昭　殿

　　　国 家 公 安 委 員 会 委 員 長　　　　　　　中　　井　　　　　洽　殿

　　　内閣府特命担当大臣（金融）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　井　　静　　香　殿                  
　　　多重債務者対策本部長                                                                

　　　内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）　福　　島　　瑞　　穂　殿
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平
成　

年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

２１

「
下
妻
市
議
会
活
動
等
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
設
置
の
動
議
」
が
提
出
さ

れ
、
下
妻
市
議
会
活
動
等
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
９
名
の
委
員
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
今
後
、
議
会
活
動
等
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
定
例
会
】

　

毎
年
３
月
、
６
月
、
９
月
、　

月
の

12

年
４
回
開
か
れ
る
会
議
を
い
い
ま
す
。

【
臨
時
会
】

　

定
例
会
以
外
に
必
要
が
あ
る
場
合
、

臨
時
に
開
か
れ
る
会
議
を
い
い
ま
す
。

【
議　

案
】

　

議
会
の
議
決
を
要
す
る
案
件
を
い
い

ま
す
。
議
案
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

る
も
の
と
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
条
例
の
制
定
・
改
正
・

廃
止
・
予
算
を
定
め
る
こ
と
、
決
算
を

認
定
す
る
こ
と
、
人
事
に
同
意
す
る
こ

と
の
ほ
か
、
意
見
書
・
決
議
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

　

民
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
な
ど
、

行
政
を
運
営
す
る
う
え
で
、
最
も
基
本

的
な
行
政
活
動
上
の
歳
入
・
歳
出
を
扱

う
会
計
の
こ
と
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

特
定
の
収
入
を
使
っ
て
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
に
、
経
理
を
明
確
に
す
る

た
め
、
一
般
会
計
と
分
け
て
経
理
す
る

会
計
を
い
い
ま
す
。
下
妻
市
で
は
、
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
水
道
事
業

な
ど
９
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
請　

願
】

　

市
政
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て

の
意
見
や
要
望
を
、
議
会
に
対
し
て
提

出
す
る
こ
と
で
す
。
請
願
は
議
員
の
紹

介
が
必
要
で
す
。

【
陳　

情
】

　

請
願
と
同
様
に
市
政
に
関
す
る
事
項

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
、
議

会
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と
で
す
。
請

願
と
違
い
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

【
可　

決
】

　

議
決
結
果
の
一
つ
で
、
採
決
の
と
き

全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、

そ
の
議
案
に
対
し
「
可
」
と
し
て
意
思

決
定
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
反
対
が

「
否
決
」
で
す
。

【
採
択
・
不
採
択
】

　

請
願
、
陳
情
の
内
容
に
つ
い
て
、
願

意
が
妥
当
で
あ
り
、
法
令
上
、
行
財
政

上
実
現
可
能
で
あ
る
場
合
に
、
議
会
と

し
て
そ
の
請
願
、
陳
情
に
対
し
て
賛
同

す
る
意
味
で
「
採
択
」
と
い
う
表
現
で

意
思
決
定
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
請
願
、
陳
情
の
内
容
に
つ

い
て
、
願
意
が
妥
当
で
な
く
、
実
現
不

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
場
合
は
、
「
不

採
択
」
と
い
う
表
現
で
意
思
決
定
し
ま

す
。

【
意
見
書
】

　

市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
、

国
や
県
に
対
し
市
議
会
の
意
見
と
し
て

提
出
す
る
文
書
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

意
見
書
は
、
議
員
が
案
文
を
議
長
に
提

出
し
、
本
会
議
で
可
否
を
決
め
ま
す
。

【
一
般
質
問
】

　

議
員
個
人
が
議
長
の
許
可
を
得
て
行

政
事
務
全
般
に
つ
い
て
、
市
長
を
は
じ

め
と
し
た
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の

執
行
状
況
や
今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い

て
、
定
例
会
に
お
い
て
尋
ね
る
こ
と
で

す
。

原
部
議
員
辞
職

　

去
る
１
月　

日
、
原
部
司
氏
が
議
員

３１

を
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
部
氏
は
、
平
成　

年　

月
に
初
当

１５

１２

選
し
、
副
議
長
、
総
務
委
員
会
副
委
員

長
、
文
教
厚
生
委
員
会
副
委
員
長
な
ど

の
要
職
に
就
き
活
躍
し
ま
し
た
。

　

優
れ
た
識
見
と
卓
越
し
た
政
治
手
腕

を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
地
方
自
治
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

新
議
員
紹
介

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
難
し
い
問

題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
下
妻
市

の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
専
心
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

下妻市議会活動等に関する調査特別委員会委員及び議長

原部　司議員

議
会
用
語

中山政博議員
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「 
行
蔵 
は
我
に
存
す
、

こ
う
ぞ
う

 
毀
誉 
は
他
人

き

よ

の
主
張
、
我
に
与
ら
ず
、
我
に
関
せ
ず

と
存
じ
候
。
」
（
海
舟
語
録
）

　

こ
れ
は
、
幕
臣
だ
っ
た
勝
海
舟
が
後

に
明
治
政
府
に
も
仕
え
た
こ
と
か
ら
、

福
沢
諭
吉
に
「
変
節
者
」
と
攻
撃
さ
れ
、

反
論
を
求
め
ら
れ
た
際
の
一
節
で
す
が
、

彼
の
坂
本
龍
馬
か
ら
「
日
本
第
一
の
人

物
」
と
称
さ
れ
、
江
戸
無
血
開
城
な
ど

天
下
の
難
局
に
当
た
っ
た
勝
な
ら
で
は

の
言
葉
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

行
蔵
、
す
な
わ
ち
自
分
の
出
処
進
退

は
、
自
分
が
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、
他

人
が
何
と
批
評
し
よ
う
と
か
か
わ
り
な

い
と
言
い
切
る
勝
の
姿
に
は
、
「
そ
の

人
が
何
を
考
え
て
何
を
成
し
た
か
、
良

く
も
悪
く
も
、
最
後
は
す
べ
て
自
分
自

身
に
返
っ
て
く
る
。」と
い
う
人
生
観
と

と
も
に
、
「
我
が
人
生
に
悔
い
を
残
す

な
」
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
春
、
入
学
や
就
職
な
ど
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
皆
様
に
も
、
慣

れ
な
い
環
境
で
い
ろ
い
ろ
と
気
苦
労
が

多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
周
囲
の
評
価

の
み
を
気
に
せ
ず
、
信
念
に
従
っ
て
、

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
日　

予
算
特
別
委
員
会

５
日　

本
会
議　

一
般
質
問

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

本
会
議　

一
般
質
問

　
　
　

全
員
協
議
会

　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

１１
　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

　

日　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
事
務

２６
　
　
　

局
長
会
議

７
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局

　
　
　

長
会
議

　
　
　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
事
務

　
　
　

局
長
会
議

　

日　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
定
例

１３
　
　
　

会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

１６
　

日　

全
員
協
議
会

２０
　
　
　

第
２
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

　
　
　

下
妻
市
議
会
活
動
等
に
関
す
る

　
　
　

調
査
特
別
委
員
会

　

〜　

日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定
例

２７

２８

　
　
　

会

５
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研

　
　
　

修
会

　

日　

全
員
協
議
会

１６
　
　
　

産
業
経
済
委
員
会

　

日　

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会
総

１８
　
　
　

会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２２
　

日
〜
３
月　

日　

第
１
回
下
妻
市
議

２４

１１

　
　
　

会
定
例
会

　

日　

本
会
議　

議
案
上
程
、
説
明

２４
　

日　

本
会
議　

議
案
質
疑

２５
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

日　

産
業
経
済
委
員
会

２６
　
　
　

建
設
委
員
会

　
　
　
　
　

１
日　

予
算
特
別
委
員
会

２
日　

予
算
特
別
委
員
会

３
日　

予
算
特
別
委
員
会

◆ 
2　

月

〈再生紙を使用〉

◆ 
3　

月

◆ 
4　

月

 市議会を傍聴してみませんか
● 次の定例会は、 6 月   8 日から 6  月17日までの10 日間の予定です。 なお、 一般質問
は 6 月 14 日 、15 日の   2 日間の予 定です。　（上記日程は変更する場合があります。）

平成 2 2 年 第 1 回  （3 月） 定 例会の 傍聴者は3人でした。
※問合せ先：下妻市議会事務局　0296－43－2111　内線1112・ 1113
下妻市役所のホームページからも「市議会だより」がご覧いただけます。
また、「定例会・臨時会会議録」もご覧いただけます。
　　〈下妻市役所ホームページ〉　h t t p： / / w w w . c i t y . s h i m o t s u m a . l g . j p /　

請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果
結　果付託常任委員会提　出　者　住　所　氏　名件　　　　　　　　　　　名

採 　択
総　　務

委 員 会

水戸市梅香２－１－３９
　日本労働組合総連合会茨城県連合会　会長 児 島　強
水戸市大工町３－４－２４  
　茨城平和擁護県民会議　会長　川 口 玉 留 
水戸市梅香２－１－３９
　核兵器禁止平和建設茨城県民会議　議長 高 野 政 夫

核兵器廃絶を求める請願書

採 　択
産業経済

委 員 会

水戸市梅香２－１－３９
（社）茨城県労働者福祉協議会　会長 児 島　 強

改正貸金業法の早期完全施行等を求
める意見書を政府等に提出すること
を求める請願


